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第26回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　議　事　次　第

日時　　　昭和51年10月20日㈹　午後2時～4時

場所　　　宇宙開発委員会会議室

議題

　。　国際海事衛星システム（インマルサット）の設立に

　　関する第5回政府閥会議の概要について（報告）・

　（説明者　郵政省電波監理局電気通信参事官

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日高英実）

資料

　委26－1・第25回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨

　委26－2　国際海事衛星システム（インマルサット）の

　　　　　　　設立に関する第5回政府間会議の概要について

（参考配布） ・　昭和51年度8～9月期にお・ける

　ロケット打上げ結果の評価について
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委26一丑

　　　　第25回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　　　　議　事　要　旨

日時　　　昭和51年10月6日㈱　午後2時～4時

場所　　　宇宙開発委員会会議室

議題

（1）、昭和51年度8～9月期におけるロケット打上げ結果

　について（報告）

（2）昭和51年度8～9月期にお・けるロケット二半げ結果の

　評価について

資料

委25－1　第24回宇宙開発委員会。（定例会議）議事要旨

委25－2　三一4SC一二4号機の実験報告

委25－5　TT－210型ロケット5号機打上げ結果の概要

委25－4　昭和51年度8～9月期心おけるロケット打上げ

　　　　　　結果の評価について鍵

出席者

　宇宙開発委員会黍員長代理　　　　　縞　島　　噸毅

　　　〃　　　　　〃　　　　　　　　吉　識　雅　夫

　　　〃　　　　　〃　　　　・　　　　八　藤　凍　禧

　　　〃　　〃　・　・　　斎藤成文
説明者

　東京大学宇宙航空研究所教授　　　　　野　村．民　也

　　　〃　〃．’　〃　．　林　 友直

　　　　　　　　　　　　（o

　宇宙開発事業団理事

　　　〃　　　　打上管制部長

関係省庁職員等

　科学技術事務次官

　科学技術庁研究調整局長

　　　〃　　暴官官房参事官

　気象庁総務部長

　海上保安庁総務部長

　郵政省電波監理局審議官

　建設省大臣官房技術参畢官

　東京大学字宙航i空研究所

　字宙開発事業団

　　　〃

事務局

　　　〃

6　議事要旨

（1）前回議事要旨について．

科学技術庁研究調整局宇宙企画諜長

　　　　　　　　　　宇宙国際課長

高　田茂　倭

村　尾　忠　義

久良知　章　吾

園　山　重　道

佐　伯　宗　治

宇津木　　　巌

　（代玲高谷）

鈴　木　　　登

　（〃　＝黒川）

門　田　．　博

　（〃　・甕）

細．川　弥　重

　（〃咀．r渡辺）

高　瀬　　　修

平　野　睦　弘

林　　　英之介

伊　藤　栄　一

三　浦　　　信他

序24回宇宙協発委員会（定例会議）議事要旨が確認され’ ｽb
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（2）昭和51年度8～9月期におけるロケット打上げ結果につら

　て（報告）

　①　東京大学宇宙航空研究所

　　　東京大学宇宙航空研究所の野村民也及び林友直両教授から

　　資料委25－2に基づいて説明が行われたのち、以下の質疑

　　応答が行われた。

　吉識：ロールの原因となる外力は空気力のみか・

　林：尾翼取付けの．ミスアライメントによるii慧気力がロールの主

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　因である。SMRσ作動中はロール角を10以内に押える

　　　ように制御するが、作動終了後はナチュラル●スピンを行

　　　つている。

　網島：SMRCは相当長く燃焼するのか。

　野村：これは端面燃焼で、燃焼時間は約40秒であ為。

　網島：前回問題となった離瞠コネクタを抜くときには、電源は

　　　自動的に切れるのか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　林3手動で行うが、手順書どおりに進めれば問題はない。また、

　　　電源が切れたことを表示するようにもなっている。　’一

〇②　宇宙開発事業団

　　　宇：宙開発事業団の高田茂俊理事及び村尾忠義打上管制部畏

　　から資料委25－5に基づいて説明が行われたのち、以下の

　　質疑応答が行われた。・

　網島：前回の打上げの時は停電という事態が発生したが、電源

　　　の故障について何か実験を行ったのか。

ω

　高田：今回の打上げは自家発電で行い、別に実験は行わなかつ

　　　た。

　網島：宇宙ケ丘からランチヤがみえないと聞いているが、レー

　　　ダの追尾上問題ぱないか。・

　高田・2回予備試験を行っているので・だいじょうぶと考えて

　　　いる。

　細島：電波の伝わり方の季節による変化も調べた方がよい・

（3）昭和51年度8～9月期におけるロケット打上げ結果の評価

　について

　　事務局から資料委25一・4に基づいて説明が行われたのち、

　宇宙開発事業団が昭和51年度8～9月期に行ったロケットの

　打上げについては、今回特に技術部会に審議を付託する必要は

　ないが、決定の表現等については委員長代理に一任され、技術

　部会への審議付託か決定された。
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昭和51年度8～9月期における七ケッ’ト

打上げ結果の評価について

●

昭和51年10月6日
宇宙開発委員会
　　決　　　定 ●

●

　昭和51年度8～9月期におけるロケット打上げ結果を評価す

るため、次により調査審議を行うものとする。

工　東京大学字宙航空研究所声息つた「昭和51年度第1次観測

　ロケット実験」の結果（科学観測の結果を除く）を評価するた

　めに必要な技術的事項について調査審議を行う。

　・なお、宇宙開発事業団が昭和51年度8～9月期に行ったロ

　ケットの打上げについては＼その目的等にかんがみ・今回は調

査審議を行わない。

2　1の調査審議は、技術部会において行い、昭和51年11月

末までに終えることを目途とする。

●’
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